
吹田市勤労者福祉共済運営委員会（会議録） 

 

１ 日 時   平成２６年１１月２６日（水） 午前１０時～ 

 

 

２ 場 所   吹田市役所 低層棟３階 研修室 

 

 

３ 出席者   安部委員・安藤委員・大谷委員・大橋委員・大庭委員 

沖田委員・岸原委員・橋本委員・平井委員・中野委員 

 

欠席者   坂本委員・松本委員・湯川委員 

 

  事務局   中江部長・高島参事・上田主査・橋本 

 

 

４ 公開・非公開の別    公開 

 

 

５ 傍聴者         ０名 

 

 

６ 議題      （１）共済４０周年記念事業報告について 

          （２）平成２７年度予算案について 

          （３）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 共済４０周年記念事業報告について事務局より説明 】 

 

会 長 ： 事務局からの説明についてご質問、ご意見があればお願いします。 

 

委 員 ： ３番目の企画事業「吹田バル」で、応募１００枚に対し、当日利用は６７枚となっ

ていますが、これは買い取りですか。 

 

事務局 ： 買い取りではなく、補助券として実施させていただいたので、後日利用した枚数だ

けの請求になります。５枚申し込まれた方が、当日、４枚しか利用しなかったという

ケースも想定して、補助券という形にしました。 

 

事務局 ： クオカードが届いて、従業員の方等からご意見はありましたか。 

 

委 員 ： クオカードのデザインが可愛かったですね。 

 

委 員 ： みんな嬉しそうにしていました。 

      封筒にシールを貼っていて、共済を再認識でき、効果があったかと思います。 

 

【 平成２７年度予算案について事務局より説明 】 

   ・過去５年間の収支報告、今後の収支見込みを報告。 

   ・事務費の削減に努めていきたい。 

・共済ハンドブックを共済にゅーすと同じ形にすることによって、一緒に綴じられて、よ

り目を通しやすくなると考えている。また、Ａ３の両面フルカラーですることによって、

現在の１冊２９円から、１７円になる。 

   ・平成２７年度の予算は、概ね変更はなし。（福利事業ＵＳＪが廃止） 

 

会 長 ： 事務局からの説明についてご質問、ご意見があればお願いします。 

 

委 員 ： ハンドブックは毎年配っていますね。でも、内容を見ると、ほぼ変わっていないで

す。それなら、共済のしおりのように変わった時だけ、差し替えてもらうタイプでも

いいのではないですか。 

 

事務局 ： ファイルで配布している共済のしおりは、各事業所１冊ずつですが、ハンドブック

は、全被共済者の手に渡るようにしているため、経費はよりかかると考えています。 

 

委 員 ： ファイルまでは用意しないでよくて、共済にゅーすと同じような形にして、各自で

保存してもらえばいいのではないでしょうか。 

 

事務局 ： 今回、事務局からの提案でも、共済にゅーすと同じ、Ａ３両面（Ａ４・４ページ）



です。これまで、細かい給付の内容や協賛施設を掲載していたものを、給付はよりわ

かりやすく、協賛施設については、毎月の共済にゅーすに掲載していけたらと。 

      給付と補助に関するものであれば、Ａ３両面に集約できるのではと考えています。 

 

委 員 ： カラーじゃなくていいのではないでしょうか。 

 

事務局 ： 見やすいかなと思いましたが、いかがでしょうか。 

 

委 員 ： 共済にゅーす（１色刷り）でも充分見やすいです。 

 

委 員 ： ハンドブックの協賛施設などは、私はめったに見ませんね。にゅーすに掲載する方

が目に入ると思います。 

 

事務局 ： 平成２６年度の予算では、ハンドブックの予算はありますが、今年度から変更とい

う方向でもよろしいでしょうか。 

 

会 長 ： みなさん、ハンドブックの変更について、Ａ３両面１色刷りでいかがでしょうか。 

 

異議なし 

 

会 長 ： 全員一致で、Ａ３両面１色刷りでお願いします。 

 

委 員 ： いつ頃、配布いただけますか。 

 

事務局 ： ３月頃に、各事業所宛に配布します。 

 

委 員 ： 冊子としてのハンドブックは今後、作らないのですか。５年に１回作るとか。 

 

事務局 ： 冊子としては作成しません。代わりとして、Ａ３両面のタイプを毎年作成します。 

 

会 長 ： インターネットに掲載するのもいかがでしょうか。 

 

委 員 ： 内容が重複して掲載するということですか。 

 

会 長 ： インターネットについても、何か情報を掲載していただきますようお願いします。 

 

委 員 ： 事務費の削減とありましたが、郵便の簡易書留代がかなりかかっていると思います

が、それも、呼びかけてみたらいかがですか。 

 



事務局 ： 共済にゅーすで、呼びかけてみます。 

 

委 員 ： 募集するときに、郵送希望か選べるようにしてはいかがですか。 

      取りに来た方に、８２円切手をあげるとか、何か、特典があればいいんじゃないで

しょうか。それでも書留よりは安いですよね。 

 

委 員 ： 話を変えてしまいますが、映画券を前にいただいたのですが、高槻では使えません

でした。どこでも使えるわけではないのでしょうか。 

 

事務局 ： 東宝映画券は、全国のＴＯＨＯシネマズで利用いただけます。近くでは、梅田か難

波になります。高槻は、高槻アレックスシネマになるので使えないです。 

      東映映画券は、作品が指定されているため、上映している映画館であれば、どちら

でも利用いただけます。 

 

委 員 ： 抽選はどうしているのですか。大変ですよね。 

 

事務局 ： 番号を付けて番号札を引いています。 

 

委 員 ： 事務費５年間の資料には、平成２６年度、平成２７年度についてはありませんが、

啓発用のリーフレットやポスターについては、予算はどうなっていますか。 

 

事務局 ： 平成２７年度については、あげていません。平成２６年度に上げています。 

      前回作ったリーフレットとポスターについては、今年度でなくなると予想し、来年

度に向けて、今年度末に作成したいと考えています。 

 

委 員 ： 甲子園で使える金券についても、売ってもらえませんか。補助はしていただかなく

てよいので。補助をしなければ、マイナスになりませんよね。 

 

事務局 ： 平成２８年度の予算について、歳入・歳出をどちらも増やして組めるように検討し

ます。 

 

委 員 ： 万博に海遊館や商業施設、ガンバのスタジアムができますね。共済でも何かできま

せんか。 

 

事務局 ： ガンバ大阪については、過去実施してきましたが、あまりに申し込みが少なく現在

はしていません。 

      海遊館については、お願いしているところですが、まだ、どうなるかは全く決まっ

ていません。 

 



委 員 ： 掛金を７００円に落とし、今後繰越金はなくなりますね。いずれは値上げが必要で

す。過去、上げるときは、４～５年かかった記憶があります。 

 

事務局 ： 過去に上げるときは、条例改正が伴ったため、時間がかかりましたが、次は、条例

改正がないので、手続きはそんなに時間はかからないと思います。 

 

委 員 ： 数年後には、上がる予定ですと伝えるべきではないでしょうか。 

 

委 員 ： “今が値下げしていますよ”とＰＲするべきではないでしょうか。 

 

委 員 ： ８００円が上限ですよね。 

 

事務局 ： 条例で８００円を上限にしています。他市を見ても、８００円が一番高いです。 

 

委 員 ： 共済にゅーすで収支や運営状況の報告をしていくべきでなないでしょうか。 

 

事務局 ： これまで、全く収支等の報告をしてきませんでした。事務局としても、平成２６年

度の決算については、掲載したいと考えていました。今後、毎年掲載いたします。そ

の分、共済にゅーすの紙面を取る為、福利事業が減ってはしまいますが、知ってもら

う必要があると思います。 

 

事務局 ： 赤字脱却のため、掛金の改定だけではなく、福利や給付の見直し等も一緒に検討し

ていきたいと考えています。 

 

会 長 ： 赤字脱却については、今後の検討事項とします。 

ほかに質問やご意見はございませんか。無ければその他に入りたいと思います。 

 

 

【その他について事務局より報告】 

１０月決算審査特別委員会について報告 

   ・繰越金（剰余金）について、地方自治法では、基金に積まないといけない。 

・勤労者福祉共済だけではなく、特別会計すべての問題のため、今後、財政当局等と協議

して、どう管理していくか方向が決まり次第、この会で報告します。 

 

会 長 ： この件について、何か意見がありますか。 

 

委 員 ： 全員が退会した際には、現在の基金で賄えるのですか。 

 

事務局 ： 賄えます。そのため、現在は、預金利子のみ基金に積み立てています。 



委 員 ： 数社が倒産したら、退会せん別金はパンクしないのですか。 

 

事務局 ： 数年前にも、１００名ほどの会社が脱退されましたが、予算内で賄うことができま

した。 

 

会 長 ： どんどん事業所が増えていけば、赤字の問題解決にもなるし、どんどん広げていき

ましょう。 

 

委 員 ： 昔は加入促進のため、テレホンカードを配布していましたね。 

 

事務局 ： 現在は、お金がかからない方法で加入促進をしています。市報すいた、商工ニュー

スへの掲載や、リーフレットの送付などです。 

 

委 員 ： 共済にゅーすに毎回、加入者数・被共済者数を入れるのはどうですか。 

 

事務局 ： 掲載することは可能ですが、なかなか増えなく、それで加入促進につながるとは考

えにくいです。 

 

委 員 ： 先ほどの話で、事前に掛け金が上がると伝えたらとありましたが、それを掲載する

ときには、「加入者が増えれば、値上げを止めることができる」などと記載するのはい

かがですか。 

 

委 員 ： 人が増えれば、歳出も増えませんか。 

 

事務局 ： 会員の増に比例して、歳出の増があるとは限りません。入った方、全員が福利や給

付を利用するわけではありませんので。 

      前回、掛金改定の予測では、２，５００人になればと赤字でなくなると計算してい

ました。 

 

会 長 ： それでは、加入促進についても、今後も検討を続けていくということで、皆さん、

よい案があればどしどし事務局までご連絡を。 

それでは、本日の案件につきましては、すべて終了いたしましたので、以上をもち 

まして、本日の運営委員会を閉会させていただきます。 


